
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）

二
〇
　
（
　
二
〇
）

協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義

協
同
組
合
発
展
の
歴
史
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四
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義
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と
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組
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ー
　
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
炎
民
政
策
と
農
業
生
陸
の
杜
会
主
義
的
協
同
化

　
２
　
流
通
・
信
用
部
面
で
だ
け
繁
茂
す
る
資
本
主
義
の
農
業
協
同
組
合

五
、
結
　
　
　
び

協
同
組
合
と
初
期
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
運
動

　
協
同
組
介
側
吃
の
破
子
は
、
十
八
此
紀
的
此
界
か
ら
十
九
吐
紀
的
此
界
へ
の
展
閉
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
牢
想
的
杜
会
主
義
者
ロ
バ

ー
ト
一
オ
ー
エ
ソ
（
寄
げ
賢
○
毒
ｐ
才
；
～
Ｈ
。
・
帆
。
・
）
に
よ
っ
て
播
か
れ
、
資
本
主
義
的
近
代
産
茉
の
勃
典
期
に
お
け
る
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ



－
ト
に
よ
っ
て
、
う
け
と
め
ら
れ
、
初
期
の
苦
難
に
み
ち
た
階
級
闘
争
の
な
か
で
育
く
ま
れ
、
実
践
的
に
検
証
さ
れ
て
き
た
。
マ
ル

ク
ス
主
義
の
協
同
組
合
観
は
こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
実
践
的
検
証
を
と
お
っ
て
、
生
れ
た
の
で
あ
る
Ｃ

　
＋
九
世
紀
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
産
業
革
命
の
る
っ
ぼ
の
な
か
で
明
け
た
。
資
本
士
上
義
産
業
の
新
世
紀
の
開
幕
と
新
し
い
階
級
と

し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
生
誕
と
が
、
杜
会
の
経
済
生
活
全
般
の
大
変
な
激
動
と
し
て
、
進
行
す
る
。
そ
の
有
様
を
一
べ
っ
す

る
に
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
『
空
想
よ
り
科
学
へ
の
杜
会
主
義
の
発
展
』
の
な
か
で
、
た
っ
た
の
十
行
そ
こ
そ
こ
と
い
う
簡
潔
さ
で
活

写
し
た
叙
述
を
、
借
り
る
に
如
く
は
な
い
。

　
「
蒸
気
と
道
具
を
作
る
新
機
械
と
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
を
近
代
的
大
工
業
に
転
化
せ
し
め
、
そ
れ
が
、
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会

の
全
根
棋
を
変
革
し
つ
つ
あ
っ
た
。
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
の
遅
々
た
る
禿
展
の
歩
み
は
、
生
座
の
真
の
犯
欄
怒
涛
時
代
に
変

っ
た
。
大
賓
木
と
無
虚
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ヘ
の
杜
会
の
分
裂
は
、
不
断
に
珊
大
す
る
速
度
を
も
っ
て
逃
行
し
、
両
者
の
中
閉
に
は
、
か

っ
て
の
安
定
せ
る
巾
流
階
級
の
代
り
に
、
今
や
不
安
定
な
手
工
業
考
と
小
帖
人
の
大
衆
、
す
た
わ
ち
人
口
中
の
最
も
動
揺
し
易
い
部

分
が
、
危
な
っ
か
し
く
生
沽
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
析
し
い
生
淡
方
法
は
ま
だ
よ
う
や
く
そ
の
向
上
期
に
人
っ
た
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
付
態
に
あ
っ
て
は
化
常
な
、
ｒ
規
の
、
唯
一
可
能
た
小
唯
で
あ
っ
た
、
し
か
し
な
が
ら
、
、
叶
は
や

く
も
、
そ
れ
は
恐
る
べ
き
什
公
的
外
忠
を
止
み
～
し
っ
っ
あ
っ
た
。
す
な
わ
お
、
人
郁
市
の
壮
不
良
の
仕
篶
、
Ｋ
城
に
お
け
る
浄
浪
民

の
杵
仙
　
　
あ
ら
ゆ
る
に
統
に
よ
る
細
川
仙
や
、
家
父
れ
伽
的
従
属
や
、
宗
炊
制
岐
や
の
他
縦
　
　
と
く
に
刎
人
お
よ
ひ
児
枢
の
恐
る

へ
き
仰
に
の
過
山
　
　
突
如
と
し
て
企
く
抑
し
い
状
能
心
へ
、
す
た
わ
も
篶
村
か
ら
郁
市
へ
、
篶
犬
か
ら
丁
災
へ
、
安
疋
せ
る
火
沽
条

件
か
ら
〔
ん
、
変
化
す
る
不
安
た
小
一
沽
朱
什
へ
批
げ
入
れ
ら
れ
た
労
側
者
陪
級
の
大
々
的
唯
落
が
、
　
こ
れ
で
あ
る
」
（
引
川
文
は
大
内
兵

術
氏
の
糸
心
に
よ
り
だ
；
壮
汽
文
｝
版
二
七
頁
）
、

　
　
　
協
同
紅
く
〕
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
　
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
二
二
）

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
な
か
で
隊
列
を
と
と
の
え
て
ゆ
か
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
賃
金
奴
隷
た
ち
の
資
本
に
対
す

る
反
抗
は
、
或
る
期
閉
は
、
あ
た
か
も
奴
隷
が
奴
隷
主
の
労
働
用
具
を
壊
し
た
よ
う
に
、
機
械
の
破
壊
と
い
う
形
を
す
ら
と
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
盲
目
的
・
絶
栗
的
反
抗
か
ら
労
働
者
た
ち
が
披
け
出
し
、
し
っ
か
り
し
た
隊
伍
を
と
と
の
え
る
た
め
に
は
、
個
人
の
致

寓
と
大
衆
の
奴
隷
化
の
手
段
と
し
て
眼
前
に
筏
場
し
て
き
た
新
し
い
巨
大
な
生
産
力
を
、
杜
会
改
遣
の
た
め
に
役
立
て
う
る
筈
だ
と

い
う
信
念
の
獲
得
が
必
要
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
る
科
学
的
仕
会
士
上
義
の
生
芯
を
み
る
以
前
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
は
、
空
独
的
杜
会
主
義
者
の
思
想
を
椴
と
し
て
、
そ
う
し
た
信
念
を
培
わ
ね
ぼ
な
ら
た
か
っ
た
。
と
り
わ
け
オ
ー
エ
ソ
に
よ
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
ニ
ュ
ー
ニ
フ
ナ
ー
ク
（
乞
彗
～
畠
宍
）
で
の
、
か
の
有
名
な
実
験
（
た
ま
た
ま
彼
に
竹
理
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
大
紡
績
工

場
□
労
働
者
数
二
、
五
〇
〇
人
の
姐
挟
〕
を
労
働
者
の
管
理
に
移
し
、
こ
れ
を
根
拠
に
榊
祉
を
ラ
ナ
ー
ク
の
に
民
企
般
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
実
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
　
そ
れ
は
一
八
○
○
年
に
姶
ま
り
二
九
年
閉
持
続
し
得
た
）
の
す
ぐ
れ
た
成
果
は
、
十
九
世
紀
前
辛
を
迦
じ
て
労
働
者
階
級
へ
の
無
一
一
一
口
の

妓
舞
と
な
っ
た
。

（
注
）
　
成
皿
く
と
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
点
の
一
、
二
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
当
時
の
紡
絞
工
場
に
お
け
る
労
働
者
の
一
口
の
拘
束
労
働
時
閉
が
一
般
的
に
十
三
時
閉
な
い
し
十
四
時
閉
で
あ
っ
た
と
き
に
、
ニ
ユ
ー
．
ラ

　
ナ
ー
ク
で
は
十
時
閉
半
、
棉
花
恐
慌
に
よ
る
工
堵
沐
業
に
さ
い
し
て
は
、
当
時
の
紡
孤
工
場
一
般
で
は
、
休
芙
則
…
｝
賃
企
支
払
を
停
止
す
る
一

　
の
が
作
迦
で
あ
っ
た
と
き
に
、
　
ニ
ュ
ー
ニ
フ
ナ
ー
ク
で
は
、
四
ヶ
月
も
の
休
業
州
閉
巾
、
伐
金
の
企
細
が
支
給
し
続
け
ら
れ
た
ｃ

全
杜
八
ム
的
規
桃
で
の
脇
同
士
上
義
・
共
雌
十
工
養
的
共
Ｈ
体
の
新
し
い
祉
八
ム
秩
げ
へ
の
杜
会
改
篶
を
〕
ざ
し
て
、
オ
ー
エ
ソ
は
彼
の
火

際
家
的
・
珊
財
的
直
悠
力
を
も
っ
て
、
そ
の
郁
皮
の
消
条
什
を
利
用
し

　
　
　
（
沁
）

指
導
し
た
。

て
帆
上
に
処
〃
し
う
る
眼
り
で
の
逃
波
的
沽
方
策
を
批
…
し
、



　
（
注
）
　
労
働
バ
ザ
ー
の
導
入
は
そ
の
最
た
る
も
の
の
一
っ
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
々
交
換
の
市
場
で
あ
り
、
そ
の
物
々
交
換
は
、
そ
の
物
の
生
産
に

　
　
要
費
さ
れ
た
労
働
時
問
を
単
位
と
し
て
相
互
に
交
換
さ
れ
た
一
労
働
貨
幣
の
創
造
を
企
図
す
る
一
。
そ
の
バ
ザ
ー
臥
市
に
よ
る
仲
介
利
益
は
、
彼

　
　
の
目
ざ
す
杜
会
主
義
共
同
体
へ
の
杜
会
改
造
資
金
に
当
て
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
め
ざ
す
共
同
体
杜
会
で
は
商
業
資
本
家
は
不
要
で
あ
り
、

　
　
利
殖
の
道
具
と
し
て
の
貨
幣
も
ま
た
不
要
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
バ
ザ
ー
と
い
う
実
際
的
な
仕
事
に
、
、
て
の
よ
う
な
理
想
へ
の
接
近
の
意
図

　
　
を
お
り
込
み
、
し
か
も
そ
こ
で
の
利
益
を
、
杜
会
改
造
資
金
に
あ
て
る
と
い
う
一
石
二
篶
に
は
、
オ
ー
エ
ン
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
っ
い
で
に
言
え
ば
、
オ
ー
エ
ソ
は
杜
会
改
造
資
金
を
慈
善
的
な
金
持
ち
の
寄
附
に
も
期
待
し
た
の
だ
が
、
オ
ー
ニ
ソ
の
弟
子
と
な
っ
た
労
働

　
　
者
た
ち
は
、
さ
す
が
に
そ
の
よ
う
な
廿
さ
ま
で
は
、
当
初
か
ら
引
き
っ
い
で
い
な
い
。

　
協
同
組
合
制
度
の
導
入
は
、
そ
れ
ら
の
過
渡
的
諸
方
策
の
も
っ
と
も
重
要
な
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
考
え
る
協
同
組

合
制
度
に
は
、
労
働
者
の
生
産
組
合
と
労
働
者
の
消
費
組
合
と
の
双
方
を
含
ん
で
い
た
。
前
者
は
将
来
杜
会
で
の
産
業
資
本
家
を
不

要
と
す
る
杜
会
的
生
産
の
芽
生
え
と
目
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
後
者
は
将
来
杜
会
で
の
商
業
資
本
家
の
み
な
ら
ず
貨
幣
を
も
不
要
と
す

る
新
し
い
流
通
秩
序
の
芽
生
え
と
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
に
し
ろ
そ
れ
ら
の
桃
同
組
合
企
業
が
理
杜
会
で
手
に
入

れ
る
企
業
収
益
は
、
一
石
二
鳥
的
に
杜
会
改
造
資
金
の
源
泉
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
脇
同
組
合
制
度
の
意
義
づ

げ
は
、
と
り
わ
け
労
働
者
の
階
級
意
識
の
高
ま
り
に
形
を
与
え
る
一
っ
の
契
機
を
な
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
義
づ
け
に
よ
っ
て
こ
そ

労
働
者
た
ち
は
オ
ー
エ
ソ
の
協
同
組
合
制
度
の
提
唱
に
敏
感
に
反
応
し
た
の
で
あ
る
。

　
脇
同
組
合
連
動
は
労
働
者
階
級
の
精
鋭
分
子
の
手
で
、
労
働
運
動
と
融
け
介
っ
て
、
進
め
ら
れ
た
。
一
八
三
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
労
例
連
莇
の
一
大
昂
揚
は
、
労
働
者
階
級
が
、
た
と
え
併
り
も
の
と
は
い
え
オ
ー
エ
ソ
主
義
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
も
ｎ

か
ら
の
思
想
的
式
装
を
行
な
っ
た
こ
と
と
、
労
働
連
助
が
、
国
民
的
規
棋
で
の
民
主
的
権
利
要
求
の
連
鋤
た
る
チ
ヤ
ー
チ
ズ
ム
運
動

に
、
結
合
し
た
こ
と
、
と
に
負
う
て
い
る
。
こ
の
大
昂
揚
は
、
一
八
三
九
年
の
ニ
ユ
ー
ポ
ー
ト
に
お
け
る
鉱
山
労
働
者
の
蛛
起
を
ピ

ー
ク
に
、
一
大
反
動
攻
勢
の
時
期
に
転
じ
、
め
ぽ
し
い
オ
ー
エ
ソ
主
義
者
・
チ
ヤ
ー
チ
ス
ト
が
大
弾
圧
を
う
け
る
。
か
の
ロ
ツ
チ
デ

　
　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
　
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
二
一
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
二
四
）

－
ル
で
の
消
費
組
合
（
、
昼
；
邑
０
宝
◎
罵
婁
◎
｛
勾
Ｏ
Ｏ
巨
ま
，
，
と
名
付
け
る
）
が
オ
ー
ニ
ン
主
義
者
や
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
の
残
類
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
一
八
四
四
年
は
、
お
お
む
ね
オ
ー
エ
ソ
主
義
と
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
退
汐
の
時
点
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
注
）
　
フ
ラ
ン
ネ
ル
織
物
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
悲
運
な
失
敗
と
い
う
こ
と
と
、
失
望
せ
る
職
工
組
合
員
に
対
し
て
、
職
工
組
合
に
代
っ
て
杜
会
的

　
　
自
由
の
獲
得
へ
の
あ
る
斗
争
手
段
と
し
て
結
合
的
企
業
の
示
唆
が
な
さ
れ
る
（
当
時
の
杜
会
主
義
者
的
回
教
師
ホ
リ
オ
ー
ク
に
よ
っ
て
）
と
い

　
　
　
う
こ
と
に
、
ロ
ッ
チ
テ
ー
ル
消
費
組
合
の
お
こ
り
か
あ
る
。
　
団
麸
ヨ
８
勺
ｏ
罧
９
（
く
易
オ
ｏ
事
）
一
、
↓
ぎ
Ｏ
ｏ
－
◎
潟
轟
口
く
ｏ
Ｂ
ｏ
き
昌
ｏ
鼻
旨

　
　
○
晶
黒
じ
Ｏ
ユ
訂
ぎ
、
、
一
Ｈ
ｏ
◎
胃
（
１
１
団
『
竃
訂
旨
に
よ
る
独
訳
書
、
、
９
¢
事
三
乙
ｏ
ｏ
ぎ
○
彗
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
っ
彗
ｏ
り
争
邑
訂
訂
考
晶
目
長
一
、
Ｈ
ｏ
◎
轟
．
ｏ
っ
・
Ｓ
）
。
な
お
こ
の
消

　
　
費
組
合
の
ね
ら
い
の
一
っ
に
は
、
工
場
主
の
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
（
賃
金
の
代
り
に
雇
主
か
ら
交
付
さ
れ
る
手
形
で
物
品
と
引
き
か
え
る
）
制

　
　
　
か
ら
、
織
物
工
た
ち
か
自
由
に
な
ろ
う
と
す
る
意
図
も
含
ま
れ
て
い
る
　
　
ｃ
っ
己
箏
員
俸
巾
Ｓ
ヨ
８
オ
ｏ
事
一
奏
弓
ぎ
Ｏ
ｏ
易
目
昌
ｏ
易
、
０
９
◎
肩
量
－

　
　
－
く
ｏ
旨
ｏ
く
ｏ
昌
ｏ
目
戸
、
－
竃
ポ
ｐ
－
．

　
だ
が
、
す
で
に
そ
の
時
期
は
、
第
一
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
前
夜
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル

ス
の
国
際
的
な
労
働
者
階
級
の
組
織
活
動
と
結
び
っ
い
た
著
作
活
動
の
本
格
的
開
始
の
時
期
に
く
び
す
を
接
し
て
い
る
。
一
八
四
八

年
に
は
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
『
共
産
党
宣
言
』
が
出
現
す
る
。
　
『
資
本
論
』
第
一
巻
初
版
の
刊
行
は
一
八
六
七
年
。
こ
う
し

て
十
九
世
紀
後
半
は
、
労
働
老
階
級
の
杜
会
主
義
に
向
っ
て
の
か
っ
て
の
信
念
が
、
次
第
に
科
学
で
裏
ず
げ
ら
れ
た
確
固
た
る
歴
史

的
確
信
へ
と
、
転
化
し
て
ゆ
く
時
代
と
な
る
。
科
学
の
閉
発
と
い
う
点
で
い
え
ぼ
、
か
っ
て
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
は
白
然
科
学
の
劃
期

的
・
創
辻
的
党
展
を
雁
史
の
舞
台
に
の
せ
つ
っ
立
ち
塊
わ
れ
た
が
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
杜
会
科
学
の
劃
期
的
・
剤
逃
的
発
展
を

歴
史
の
舞
台
に
の
せ
つ
つ
立
ち
班
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

ニ
　
マ
ル
ク
ス
主
義
協
同
組
合
観
の
展
開

お
よ
そ
今
口
の
常
識
で
賃
金
労
働
者
の
協
同
組
八
ｎ
と
い
え
ば
、
資
本
主
義
杜
会
で
育
ち
う
る
の
は
、

消
費
組
合
だ
け
で
あ
っ
て
、



賃
金
労
働
者
の
生
産
組
合
を
考
え
る
こ
と
は
六
難
し
い
。
だ
が
十
九
世
紀
前
半
で
賃
金
労
働
者
の
協
同
組
合
と
い
え
ぼ
、
生
産
組
合

と
消
費
組
合
と
の
双
方
を
含
ん
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
オ
上
ソ
主
義
全
盛
期
の
労
働
老
協
同
組
合
運
動
に
よ
つ
て
、
実
際
に
つ
く

ら
れ
た
協
同
組
合
一
一
八
三
二
年
に
約
五
〇
〇
一
は
、
都
市
手
工
業
者
の
販
売
組
合
一
こ
れ
は
前
述
の
労
働
バ
ザ
、
の
構
想
と
結
び
っ
く
一
と

労
働
者
の
消
費
組
合
一
し
か
も
そ
の
二
っ
は
結
び
っ
け
ら
れ
て
考
着
れ
て
い
る
一
と
が
主
で
あ
り
、
賃
金
労
働
者
が
に
ぎ
ろ
う
と
す
る
生

産
過
程
の
中
核
か
ら
み
れ
ぼ
周
辺
的
で
は
あ
一
た
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ
都
市
手
工
芙
か
ら
工
場
制
工
業
一
の
移
行
を
、
労
働
者
た

ち
が
・
仲
問
の
ヵ
ソ
バ
的
出
資
で
・
あ
る
い
は
同
調
者
の
出
資
協
力
を
獲
得
し
っ
っ
、
自
分
た
ち
の
手
で
成
し
と
げ
、
協
同
組
合
工

場
を
組
織
す
る
可
陛
が
な
い
わ
げ
で
は
な
か
一
た
。
当
時
の
資
本
主
義
が
、
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
と
い
え
ど
も
、
ま
だ
せ
い
ぜ
い
繊

維
工
萎
近
代
的
大
工
場
の
華
形
に
お
し
た
て
て
展
開
し
た
程
度
の
資
本
蓄
積
度
合
い
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
え
ぼ
、
協
同
組
合
工
場

が
労
働
者
た
ち
の
手
の
届
き
う
る
も
の
と
見
な
さ
れ
得
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
は
二
八
六
四
年
・
国
際
労
働
者
協
会
一
い
わ
ゆ
る
竺
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
、
一
一
ナ
ル
ふ
立
宣
一
一
一
一
口
で
、
と
く
に
協
同
組
合
工
場

を
と
り
あ
げ
・
次
の
意
義
づ
け
に
お
い
て
そ
の
惚
を
強
調
し
た
。
「
こ
の
偉
大
症
会
的
実
答
梧
は
、
い
く
ら
過
大
に
み
っ

も
一
て
も
大
享
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
論
議
の
か
わ
り
に
行
為
に
よ
り
、
こ
の
実
腔
次
の
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

か
抹
窯
・
レ
む
牟
掌
宗
む
レ
矢
プ
坐
に
、
猷
客
隊
ぶ
忘
除
裟
侭
レ
ぎ
↑
茎
小
三

か
こ
と
・
果
実
を
む
す
ぶ
に
は
労
働
手
段
は
一
勧
す
る
人
鼻
を
斎
し
響
す
享
段
た
る
を
要
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
奴
隷
労

働
や
農
労
働
の
よ
う
に
、
雇
用
労
例
は
一
略
塞
一
た
形
式
に
す
ぎ
ず
、
よ
ろ
こ
ん
で
働
く
手
、
は
り
き
つ
た
精
神
、
よ
ろ
こ

ぼ
し
い
心
些
も
一
て
そ
の
労
働
に
は
げ
傷
同
労
働
に
面
し
て
濃
す
べ
亮
命
に
あ
る
こ
と
、
二
れ
で
あ
る
一
一
Ｍ
．
Ｅ
凌
．

大
月
書
店
版
「
以
下
同
様
〕
　
傍
点
は
引
用
者
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
　
二
五
）

　
　
　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
　
二
六
）

　
だ
が
、
右
の
評
価
は
手
離
し
の
甘
い
評
価
な
の
で
は
決
し
て
な
い
。
　
マ
ル
ク
ス
は
つ
づ
け
て
断
乎
と
し
て
い
う
　
　
「
同
時
に
、

　
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
六
四
年
ま
で
の
期
問
の
経
験
は
、
う
た
が
い
の
余
地
な
く
、
っ
ぎ
の
こ
と
を
し
め
し
た
。
原
則
に
お
い
て
い

‘
か
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
実
践
に
お
い
て
い
か
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
も
、
も
し
そ
れ
が
個
々
の
労
働
者
の
偶
然
の
努
力
の
せ
ま
い
範
囲

に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
な
ら
ぼ
、
協
同
組
合
労
働
は
独
占
の
幾
何
級
数
的
増
大
を
阻
止
し
、
大
衆
を
解
放
す
る
こ
と
も
大
衆
の
貧

困
の
重
荷
を
目
に
み
え
て
軽
く
す
る
こ
と
も
げ
っ
し
て
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
口
だ
っ
し
ゃ
な
貴
族
、
中
問
階
級
の
博
愛
主
義
的
ほ

ら
ふ
き
や
、
す
ぼ
し
こ
い
経
済
学
者
ま
で
が
、
急
に
へ
ど
の
で
る
よ
う
な
お
世
辞
を
協
同
組
合
労
働
の
制
産
に
あ
び
せ
は
じ
め
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
い
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、

は
、
お
そ
ら
く
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
・
…
…
－
…
協
同
労
働
は
国
民
的
視
模
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

っ
て
国
宗
的
手
段
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
土
地
の
貴
族
と
資
本
の
資
疾
は
、
彼
ら
の
経
済
的
独
占
を
擁
護
し
永

続
化
す
る
た
め
に
、
そ
の
政
治
的
特
権
を
利
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
労
働
の
解
放
を
從
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら
は
労
働
の
解
放
の
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

く
て
に
あ
い
か
わ
ら
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
障
害
物
を
お
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
・
…
－
－
・
…
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
権
力
の
獲
得
が
労
働
者
階

級
の
偉
大
な
義
務
と
な
っ
た
。
労
働
者
階
級
は
こ
の
こ
と
を
理
解
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
お
よ

び
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
同
時
的
復
活
が
お
こ
り
、
労
働
者
政
党
の
政
治
的
博
紅
繊
の
た
め
に
同
時
的
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
」
（
同
上
、
二
一
工
一
貢
　
　
他
点
は
引
用
者
）
。

　
第
一
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
代
議
＾
に
は
、
労
働
連
鋤
の
雁
史
的
経
過
か
ら
み
て
当
久
の
こ
と
な
が
ら
、
脇
同
組
合
沽
助
家
が

立
派
な
労
働
者
代
表
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
（
た
と
え
ぼ
協
同
組
合
の
旧
際
的
機
閑
雑
泌
た
る
『
ア
ソ
シ
ァ
シ
オ
ノ
」
理
水
会
の
沓
記
は
フ
ラ
ソ

ス
退
出
代
憐
以
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
）
の
で
あ
り
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
『
巾
央
委
〔
一
会
代
表
に
村
す
る
個
々
の
渚
閉
題
に
閑
す
る

指
示
」
を
マ
ル
ク
ス
が
行
っ
た
（
一
八
六
七
年
）
な
か
で
、
脇
同
組
合
運
動
に
閑
す
る
前
掲
の
彼
の
考
え
方
を
、
一
定
の
歴
史
的
配
慮



の
な
か
で
旦
一
体
化
し
た
次
の
よ
う
な
指
示
を
あ
た
え
て
い
る
。

　
「
国
際
労
働
者
協
会
は
一
労
働
者
階
級
の
｝
怜
俗
＾
昨
か
遣
弥
を
統
合
し
、
そ
れ
に
統
一
性
を
あ
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

　
る
が
・
ど
の
よ
う
な
学
説
の
体
系
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
れ
を
運
動
に
命
令
し
た
り
お
し
っ
け
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
決
し
て
な
い
・
そ
れ
窒
、
大
会
は
協
同
組
合
の
あ
各
容
鮭
を
唱
導
す
べ
き
で
は
な
く
、
若
干
の
一
般
的
焦
則
を

　
宣
言
す
る
に
と
ど
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
イ
）
　
わ
れ
わ
れ
は
、
協
同
組
合
運
動
は
階
級
対
立
に
基
礎
を
お
い
た
現
代
杜
会
を
改
叫
、
旭
す
る
渚
力
の
一
つ
で
あ
る
、
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
・
こ
の
運
動
の
大
き
な
功
程
、
訟
蕎
本
に
款
竺
客
現
代
の
専
側
的
な
、
窮
乏
を
う
み
だ
す
制
度
を
白
由
て
平

　
争
か
生
降
脊
小
麿
か
と
い
う
共
和
的
で
幸
福
な
制
度
に
お
き
か
え
る
可
能
性
を
、
実
際
に
し
め
す
こ
と
に
・
あ
る
。

　
　
（
口
）
　
け
れ
ど
も
、
賃
労
働
の
個
々
の
奴
隷
が
白
分
の
努
力
に
よ
っ
て
っ
く
り
だ
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
零
細
企
業
の
わ

　
く
の
な
か
で
は
・
脇
同
組
合
運
莇
は
貨
本
士
上
養
杜
会
を
改
造
す
る
こ
と
が
け
っ
し
て
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
杜
会
的
生
産
を
ｎ
由

傷
同
組
合
労
働
の
巨
大
詣
和
の
と
れ
た
催
に
か
え
る
に
は
、
全
般
的
な
杜
会
的
変
化
、
杜
会
機
構
の
変
化
、
杜
会
の
簸

さ
れ
た
力
す
な
わ
ち
国
家
権
力
が
、
資
本
家
・
地
主
か
ら
走
者
以
に
う
っ
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
辻
成
し
う
る
よ
う
な
変
化

　
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
一
一
一
わ
れ
わ
れ
は
・
昨
牡
侭
よ
り
虹
阯
然
紅
に
着
手
す
る
こ
と
を
、
労
磐
に
す
す
め
る
。
前
者
は
従
の

　
経
済
機
構
の
表
面
に
ふ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
後
者
は
そ
の
火
礎
を
ほ
り
く
ず
す
の
で
あ
る
。

　
　
一
一
一
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
崎
枠
が
、
そ
の
穫
入
の
一
些
さ
い
て
、
崎
糾
八
。
蛛
の
凄
隣
に
あ
て
る
こ

と
を
す
す
め
る
・
こ
の
宣
崖
砧
誉
び
に
言
一
茱
に
よ
一
て
、
い
い
か
え
れ
ぼ
、
あ
た
ら
し
い
崎
処
。
工
岩
設
立
に
拷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
　
二
七
）

　
　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
二
八
）

　
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
学
説
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
　
（
ホ
）
　
協
同
組
合
団
体
が
あ
り
き
た
り
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
株
式
会
杜
に
転
化
す
る
の
を
さ
げ
る
た
め
に
、
各
企
業
の
労
働
者
は

　
株
主
で
あ
る
か
な
い
か
に
関
係
な
く
、
収
入
に
お
け
る
平
等
の
わ
け
ま
え
を
う
げ
と
ら
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ま

　
っ
た
く
斬
Ｈ
定
的
な
措
置
と
し
て
、
株
主
が
小
額
の
利
子
を
う
け
と
る
の
を
ゆ
る
す
こ
と
に
賛
成
す
る
」
（
Ｍ
・
Ｅ
選
集
一
一
巻
ニ
ハ
○

　
１
ニ
ハ
一
頁
　
傍
点
は
原
典
）
。

　
一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
は
、
た
と
え
一
時
的
と
は
い
え
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
国
家
権
力
を
掌
握
し
た
史
上
最

初
の
出
来
ご
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
験
を
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
些
細
に
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
学
び
と
っ
た
撮
大
の

も
の
は
、
革
命
初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
権
力
構
逃
は
い
か
な
る
形
態
で
発
展
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
必
然
性
に
お
い

て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
そ
の
理
解
は
後
年
の
ロ
シ
ァ
革
命
で
の
、
レ
ー
ニ
ソ
の
指
導
に
ょ
る
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
枕
力
形
態
の
源
流
を
な
し
た
）
。

こ
の
こ
と
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ン
は
権
力

掌
握
の
あ
と
、
閉
髪
を
入
れ
ず
に
、
協
同
組
合
制
度
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
　
「
四
月
十
六
口
、
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ン

は
、
工
場
主
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
工
場
を
統
計
で
し
め
す
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
労
働
者
が
脇
同
糾
合

を
組
繊
し
、
そ
の
労
働
者
が
そ
の
工
場
を
経
営
す
る
た
め
の
、
ま
た
そ
の
組
合
を
一
っ
の
大
き
な
阿
川
皿
に
細
繊
す
る
た
め
の
計
画
を

作
製
す
る
こ
と
を
、
命
令
し
た
」
（
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
』
「
第
三
版
へ
の
げ
文
」
一
八
九
一
－
Ｍ
・
Ｅ
迷
尖
二
巻
一
二
七
九
Ｎ
）
。

　
後
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
お
い
て
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
は
、
い
ち
は
や
く
、
枇
同
糾
介
政
災
に
と
り
組
ん
だ
、
一
九
一
八
年
十
一

月
、
レ
ー
ニ
ン
は
一
、
モ
ス
ク
ワ
巾
央
労
例
者
脇
Ｈ
肌
八
Ｈ
へ
表
者
会
滋
て
の
、
似
洲
』
て
、
き
っ
ぽ
り
と
こ
う
い
っ
た
　
　
「
脇
…
糾
合

組
織
の
綱
が
な
け
れ
ぼ
祉
く
ム
主
義
維
済
を
糾
級
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
（
レ
ｉ
ニ
ン
企
従
二
八
企
一
七
八
以
－
１
－
・
へ
ー
ジ
数
は
マ
ル



ク
ス
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
．
レ
ー
ニ
ソ
研
兜
所
版
、
訳
文
は
大
月
書
店
版
〔
以
下
同
様
〕
）
と
。
ま
た
こ
う
も
い
っ
た
　
　
「
協
同
組
合
は
、
高
く
評

価
し
て
利
用
す
べ
き
き
わ
め
て
大
き
隻
化
的
遺
産
で
あ
る
一
一
同
上
、
一
七
九
頁
一
と
。
・
も
ち
ろ
ん
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
協
同
組
合

は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
良
主
義
者
、
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
的
左
翼
冒
険
主
義
者
、
日
和
見
主
義
者
、
メ
ソ
シ
エ
ヴ
イ
キ
、
エ

ス
一
エ
ル
右
派
・
　
そ
の
他
一
切
の
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
脇
同
主
義
者
た
ち
に
絶
好
の
す
み
か
を
提
供
し
て
い
た
。
　
革
命
に
際
し
て
、

古
い
協
同
組
合
活
動
家
た
ち
は
ひ
そ
か
に
反
革
命
の
側
に
廻
り
、
自
衛
軍
に
通
じ
た
も
の
が
少
な
く
な
か
つ
た
。
だ
が
協
同
組
合
活

動
家
の
反
革
命
的
意
図
を
と
り
除
く
斗
争
を
、
協
同
組
合
機
関
に
対
す
る
斗
争
と
一
し
よ
く
た
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
人

民
委
員
会
淫
・
共
潅
む
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
人
・
を
ひ
き
入
れ
て
進
む
と
い
う
見
地
か
ら
、
儲
組
合
活
動
家
と
の
協
定

を
と
げ
た
・
当
時
・
労
働
者
協
同
組
合
代
表
者
会
議
は
「
共
産
主
義
者
の
人
民
委
員
た
ち
の
ほ
か
に
、
民
問
協
同
組
合
の
代
表
が
出

席
し
た
唯
一
の
会
議
で
あ
っ
た
」
　
（
同
上
一
七
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
。

　
「
協
同
組
合
は
・
も
し
も
土
地
が
杜
会
化
さ
れ
工
場
が
国
有
化
さ
れ
て
い
る
杜
会
全
体
を
包
括
す
る
な
ら
ば
、
杜
会
主
義
で
あ
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
が
政
治
的
・
経
済
的
に
収
奪
さ
れ
た
あ
と
で
は
、
ソ
ヴ
、
エ
ト
権
力
の
任
務
は
、
あ
き
ら
か
に
（
主
と
し
て
）
、
協

同
組
合
紅
織
を
杜
会
全
体
に
押
し
ひ
ろ
め
、
こ
の
同
の
全
更
を
一
人
の
こ
字
、
；
の
全
罠
的
な
、
も
つ
と
正
し
く
い
え
ぼ
、

南
家
的
な
晴
組
合
の
組
合
貝
暴
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
一
一
レ
ー
ニ
ン
一
ソ
ヴ
イ
一
ト
帷
力
の
当
而
の
俵
一
の
。
拐
の
鳩
－
企

集
二
七
巻
一
八
九
皿
）
。

三
　
資
本
主
義
の
消
費
組
合
と
杜
会
主
義
の
消
費
組
合

杜
会
主
奮
寂
と
結
び
っ
い
た
労
働
者
崎
組
合
錨
の
華
形
と
も
い
う
べ
き
儲
処
。
工
場
の
禽
は
、
資
木
の
集
午
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
　
二
九
）

　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
、
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
三
〇
（
三
〇
）

の
進
行
を
土
台
に
産
業
の
華
形
が
軽
工
業
で
代
表
さ
れ
た
時
代
を
過
ぎ
重
工
業
が
第
一
線
に
浮
び
上
っ
て
く
る
時
代
、
巨
大
産
業
と

巨
大
銀
行
と
の
結
合
が
必
然
化
し
つ
っ
あ
る
時
代
（
発
展
の
先
頭
に
た
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
七
三
年
に
は
す
で
に
独
占
資
本
主
義
へ
の
移

行
が
始
ま
っ
て
い
る
）
が
し
の
び
よ
っ
て
く
る
に
っ
れ
て
、
次
第
に
急
速
に
見
込
み
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
労
働
者
の
協
同
組

合
運
動
と
い
え
ぼ
、
要
す
る
に
消
費
組
合
運
動
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

　
一
方
、
十
九
世
紀
の
半
ぼ
以
降
に
は
、
資
本
主
義
的
発
展
の
な
か
で
取
り
残
さ
れ
た
都
市
や
農
村
の
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
協
同

組
合
運
動
が
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
大
陛
側
で
拾
頭
し
て
く
る
。
　
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ソ
（
～
庁
童
９
考
亭
９
Ｂ
表
弍
Ｐ
宥
Ｐ
Ｈ
・
。
Ｈ
・
。
～
Ｈ
。
。
。
。
。
。
）
に
よ

っ
て
農
業
者
の
信
用
協
同
組
合
の
最
初
の
試
み
（
ヨ
｝
臼
暮
乏
警
竃
；
豪
＜
ｏ
邑
箏
）
が
始
め
ら
れ
る
の
は
一
八
四
九
年
、
シ
ュ
ル
ツ
ェ

．
デ
リ
ッ
シ
ュ
（
耳
彗
Ｎ
患
Ｈ
昌
彗
目
Ｃ
っ
Ｏ
巨
一
串
０
９
募
Ｏ
Ｆ
Ｈ
・
。
○
・
◎
－
Ｈ
・
。
・
。
・
。
）
の
郁
市
手
工
業
を
主
と
し
た
信
用
組
合
（
く
○
易
Ｏ
｝
畠
。
。
く
胃
９
自
）

の
発
祥
は
一
八
五
〇
年
で
あ
る
。

　
以
上
の
双
方
の
事
情
を
背
景
に
、
協
同
組
合
は
、
次
第
に
、
左
右
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
改
良
十
工
義
・
協
調
主
義
の
温
床
と
な
っ
て
い

っ
た
。

　
消
費
糾
合
沽
莇
家
の
唯
落
は
、
要
す
る
に
革
命
へ
の
確
信
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
諭
理
か
ら
し
て
は
フ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

タ
リ
ァ
ー
ト
に
よ
る
彬
力
の
…
越
を
捉
起
で
き
な
い
オ
ー
エ
ソ
流
の
忠
考
方
法
の
未
熟
さ
は
、
協
阿
紅
合
活
動
家
に
艮
く
っ
き
ま
と

っ
て
彼
ら
の
杜
八
ム
改
辻
へ
の
確
信
衷
失
を
助
け
た
。
さ
ら
に
そ
れ
が
農
村
の
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
（
封
雄
的
填
素
を
も
た
っ
ぷ
り
と
ま
と
い

っ
け
た
一
挑
Ｈ
机
今
の
広
汎
化
と
納
び
つ
い
た
場
今
に
、
脈
も
ち
な
ら
ぬ
脇
同
細
今
令
上
辛
養
の
禿
生
を
う
な
が
し
た
し

　
　
　
　
牢
柵
げ
…
朴
人
＾
上
“
荻
考
に
止
ハ
汕
の
ル
付
徴
、
　
す
た
わ
お
十
ン
・
シ
モ
ン
（
Ｃ
Ｏ
巴
目
け
－
○
っ
才
旨
Ｏ
Ｐ
Ｈ
べ
¢
○
～
Ｈ
Ｃ
Ｏ
心
ｍ
し
、
フ
ー
リ
エ
（
○
－
５
二
〇
〇
Ｃ
勺
◎
巨
ユ
Ｏ
■

　
　
ミ
ｓ
～
Ｈ
ｏ
．
ｃ
ｏ
べ
）
は
も
と
よ
り
、
オ
ー
エ
ン
に
も
共
迦
の
特
徴
は
、
先
ず
あ
る
一
定
の
附
級
（
次
代
を
に
な
う
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
を
解
挾
し



よ
う
と
は
し
な
い
で
、
直
ち
に
全
人
類
を
解
放
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
り
（
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
牢
想
よ
り
科
学
へ
』
前
掲
書
一
八
頁
）
、
そ
う
い
う

立
場
か
ら
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
特
定
階
級
の
粍
力
間
題
は
嵐
識
化
さ
れ
得
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
つ
い
で
に
次
の
こ
と
を
述
べ

て
お
き
た
い
。
オ
ー
エ
ソ
の
み
な
ら
ず
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
も
フ
ー
リ
エ
に
も
共
通
に
い
え
る
こ
と
と
し
て
、
十
九
世
紀
に
新
ら
し
く
ひ
ら
け
た

産
業
に
背
を
む
け
ず
、
そ
の
産
業
が
作
り
出
し
た
諸
条
件
を
彼
ら
の
思
考
の
中
核
に
と
り
こ
ん
で
、
将
来
の
理
想
を
描
い
た
と
い
う
点
ｐ
偉
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
点
は
杜
会
王
義
Ｈ
共
産
主
義
へ
の
理
想
の
根
拠
を
古
い
農
村
の
ア
ル
テ
リ
や
、
コ
サ
ソ
ク
の
共
同
体
等
々
に
も
と
め
た
　
　
新
ら
し
い

産
業
か
作
り
出
し
た
新
ら
し
い
諾
条
件
に
、
彼
ら
の
理
想
の
よ
り
新
ら
し
い
根
拠
を
求
め
ず
し
て
　
　
ロ
ン
ア
の
エ
ス
．
ニ
ル
や
、
ナ
ロ
ー
ト

　
ニ
キ
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ト
、
十
九
世
紀
末
の
マ
ル
ク
ス
主
義
修
正
派
（
ダ
ヴ
ィ
ツ
ド
、
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
等
々
の
手
あ
い
）

よ
り
も
空
想
的
杜
会
主
義
者
の
方
が
ど
れ
だ
け
、
ほ
ん
も
の
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
空
想
的
杜
会
主
義
老
の
発
想
形
式
は
、
ブ

　
ル
ジ
ョ
ア
的
観
念
論
の
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
客
観
的
事
態
の
成
熟
が
、
ま
だ
い
ち
ぢ
る
し
く
未
熟
な
時
代
（
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
杜
会
が

ま
だ
一
般
に
は
封
建
杜
会
に
対
し
て
、
す
へ
て
の
陪
級
の
解
放
と
し
て
目
に
映
じ
て
い
た
時
代
　
　
従
っ
て
フ
ル
ソ
ヨ
ア
的
啓
蒙
思
想
か
社
会

　
の
フ
ッ
ト
ニ
フ
イ
ト
を
あ
び
て
い
た
時
代
）
に
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
啓
蒙
思
想
が
描
い
た
十
九
世
紀
の
理
想
像
が
、
理
想
と
は
、
似
て
も
に

　
っ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
の
に
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
啓
蒙
思
想
の
発
想
形
式
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
て
と
が
め

　
ら
れ
よ
う
か
、

＊
　
そ
の
証
明
に
は
、
彼
等
の
著
書
目
録
の
若
干
を
あ
げ
る
だ
け
で
充
分
だ
と
忠
う
。

　
サ
ソ
・
シ
モ
ソ

　
〇
一
九
世
紀
の
科
学
的
研
究
の
序
論
（
一
八
○
八
）
、
。
．
ヨ
Ｒ
ａ
ｇ
ぎ
目
彗
メ
け
§
童
員
メ
。
。
ｑ
彗
け
、
・

　
○
人
類
科
学
堂
え
篶
（
一
八
一
三
）
、
く
ｏ
昌
◎
守
ｏ
ｏ
。
冒
庁
ｏ
ｏ
ｑ
彗
８
箒
Ｈ
、
ぎ
昌
昌
ｏ
、
・

　
○
万
布
引
力
に
閑
す
る
研
究
（
一
八
一
四
）
、
↓
轟
く
巴
Ｈ
。
・
胃
庁
弩
婁
饒
註
－
昌
目
巳
く
Ｏ
易
竺
Ｏ
、
・

　
○
仁
伽
、
又
は
放
治
・
道
他
及
び
哲
学
…
答
（
一
八
一
四
）
、
「
、
巨
Ｐ
巨
Ｏ
Ｏ
け
ユ
９
０
自
巳
乙
Ｏ
Ｐ
芦
Ｏ
り
Ｏ
Ｏ
－
Ｏ
箏
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
－
け
５
巨
¢
Ｏ
〇
一
昌
Ｏ
Ｈ
巴
霧
一
卑
勺
巨
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
り
Ｈ
、
旦
巨
Ｏ
Ｏ
っ
、
・

　
…
…
（
宥
略
）

　
フ
ー
リ
エ

　
　
　
ホ
　
ホ

　
〇
四
逝
鋤
お
よ
び
一
般
的
逃
命
の
理
論
（
一
八
○
八
）
、
昌
志
◎
ユ
ｏ
ｑ
窪
ｐ
巨
ｇ
轟
昌
ｏ
■
話
旨
彗
厨
黒
亭
ｏ
・
ら
霧
饒
家
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｑ
ぎ
９
巴
窃
ヨ
・

協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
芥
上
）

三
一
　
（
　
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
三
二
）

　
　
　
○
産
業
的
お
よ
・
び
杜
会
的
新
世
界
（
一
八
二
九
）
．
。
后
目
ｏ
仁
き
彗
旨
旨
箒
－
邑
易
巨
９
〇
一
。
っ
◎
ｏ
季
｝
冨
・
も
…
…
（
省
略
）

　
　
＊
＊
四
運
動
と
は
、
物
質
的
運
動
、
有
機
的
運
動
、
動
物
的
運
動
お
よ
び
杜
会
的
運
動
の
四
ツ
で
あ
り
、
要
す
る
に
杜
会
発
爽
の
法
則
性
を
運
動

　
　
　
と
し
て
と
ら
え
で
、
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
（
以
上
の
傍
点
は
す
べ
て
引
用
者
の
強
調
点
）
。

　
オ
ー
エ
ソ
流
の
杜
会
主
義
す
ら
か
ら
も
訣
別
し
た
俗
流
的
協
同
組
合
主
義
者
は
、
協
同
組
合
制
度
の
祖
先
の
祭
壇
に
、
オ
ー
エ
ソ

主
義
末
期
に
お
げ
る
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
消
費
組
合
の
、
い
わ
ゆ
る
五
原
則
（
一
人
一
票
、
時
価
販
士
冗
主
義
、
現
金
販
売
主
義
、
剰
余
金
処
理
方

針
、
政
党
・
宗
教
か
ら
の
中
立
原
則
）
を
ま
っ
り
あ
げ
、
こ
れ
を
死
せ
る
教
条
と
化
し
た
。
も
と
も
と
の
四
原
則
自
体
は
、
た
と
え
ぼ
、

そ
の
「
一
人
一
票
」
の
原
則
に
し
て
も
、
そ
れ
は
１
禾
女
任
を
許
さ
ず
、
ま
た
既
婚
女
子
財
産
法
が
陽
の
目
を
み
る
四
十
年
も
ま
え
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

妻
を
夫
か
ら
独
立
の
組
合
員
と
し
て
扱
う
こ
と
を
敢
行
す
る
（
夫
を
も
っ
て
妻
の
貯
金
の
所
有
者
と
全
戸
へ
す
地
方
栽
判
所
の
見
解
に
抗
し
て
）

と
い
う
生
き
い
き
し
た
闘
い
の
内
容
を
も
っ
て
い
た
の
に
。
　
「
時
価
販
売
」
の
原
則
と
い
わ
れ
る
も
の
に
っ
い
て
も
、
そ
れ
は
周
囲

の
競
争
の
立
場
に
あ
る
小
商
人
た
ち
か
ら
の
反
感
を
さ
け
、
当
時
杜
会
か
ら
破
門
さ
れ
て
い
た
杜
会
主
義
者
の
行
動
を
庄
民
か
ら
浮

き
上
ら
せ
な
い
と
い
う
配
慮
を
含
ん
で
い
た
し
、
さ
ら
に
剰
余
金
の
一
部
を
教
育
目
．
的
に
杭
立
て
る
原
則
に
っ
い
て
も
、
そ
れ
は
杜

会
改
造
資
金
の
捻
出
と
い
う
オ
ー
エ
ソ
主
義
の
前
述
の
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
い
う
教
育
と
は
後
年
の
協
同
組
合
至

上
主
義
者
が
考
え
る
よ
う
な
改
良
主
義
・
協
調
主
義
の
宣
伝
な
の
で
は
な
く
、
杜
会
主
義
思
想
一
般
の
宣
広
で
あ
っ
た
の
に
。

　
　
（
注
）
　
霧
黒
ユ
８
勺
Ｏ
箒
睾
（
く
易
．
オ
Ｏ
事
）
一
｝
Ｏ
轟
易
け
ｑ
争
竃
く
昌
－
崖
］
◎
し
ｄ
『
９
＄
８
一
宇
己
・
Ｏ
Ｏ
・
雷
・

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
労
働
者
運
動
と
し
て
っ
く
ら
れ
た
オ
ー
エ
ン
主
衷
脇
同
組
合
で
は
、
手
工
茱
者
の
～
０
２
０
竃
。
・
。
○
っ
８
『
Ｏ

の
タ
ィ
ブ
と
工
場
労
働
考
の
Ｏ
ｏ
易
岸
昌
８
、
。
。
○
０
８
冨
の
タ
ィ
プ
と
が
、
工
場
労
働
者
の
指
導
の
下
で
結
び
っ
け
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ッ

チ
デ
ー
ル
消
費
組
合
に
も
前
者
の
機
能
が
融
合
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
以
峰
数
年
な
ら
ず
し
て
、
前
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
）

機
能
は
も
早
注
目
さ
れ
な
く
な
り
、
消
費
組
合
運
動
は
Ｏ
◎
易
声
昌
零
、
。
。
Ｃ
っ
８
お
の
方
向
に
導
か
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
杜
会
主
義
者



（
『
Ｐ
峯
彗
ま
９
９
邑
霧
穴
一
轟
。
・
一
２
等
に
ひ
き
い
ら
れ
た
）
の
登
場
が
、
そ
う
い
う
方
向
へ
協
同
組
合
運
動
を
み
ち
び
き
入
れ
る
の
に

役
割
を
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
ホ
リ
ォ
ー
ク
（
０
８
お
Ｏ
守
８
げ
｝
Ｈ
○
与
Ｓ
ぎ
）
の
よ
う
な
人
物
」
が
協
同
組
合
運
動
を
ま
す
ま
す
俗
流
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
）

ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
変
え
て
行
く
の
に
手
を
貸
し
た
。

　
　
（
注
一
）
　
○
．
Ｕ
．
雪
．
Ｏ
ｏ
－
９
、
、
＞
Ｃ
ｏ
プ
○
Ｈ
け
匡
オ
５
Ｈ
Ｋ
○
｛
け
プ
の
｝
ユ
寸
ｏ
り
プ
／
く
ｏ
Ｈ
斤
｛
づ
囚
Ｏ
辰
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
峯
ｏ
く
ｏ
昌
ｏ
目
け
、
－
］
－
０
Ｎ
９
く
ｏ
Ｈ
Ｐ
目
ｌ
ｏ
　
－
＝
Ｐ
ｃ
ｏ
岬
・

　
　
（
注
二
）
　
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｇ
Ｈ
巨
Ｐ
り
．
竈
．
（
「
　
」
内
の
表
現
は
コ
ー
ル
に
よ
る
）
。
　
な
お
、
　
ホ
リ
オ
ー
ク
の
こ
と
を
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
は
　
「
旨
竃
邑
ｏ
－
〇
一
麸
己
。

　
　
己
麸
Ｈ
あ
叶
」
と
呼
ん
で
い
る
　
　
Ｃ
０
巨
箏
Ｏ
＜
俸
団
０
斗
旨
８
オ
Ｏ
げ
一
Ｕ
一
冒
巨
Ｏ
Ｈ
Ｏ
◎
』

　
　
　
日
本
で
は
ホ
リ
オ
ー
ク
の
ミ
↓
訂
葭
茸
◎
ｑ
ｏ
－
０
９
◎
肩
Ｓ
け
｛
冒
、
一
く
◎
－
』
．
富
べ
ｏ
。
・
が
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
が
日
本
の
協
同
組
合
界

　
　
　
に
俗
流
的
協
同
組
合
思
想
を
正
当
ず
け
る
に
役
立
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
レ
ー
ニ
ソ
は
、
杜
会
民
主
党
内
の
口
和
見
主
義
と
闘
う
な
か
で
、
消
費
組
合
に
っ
い
て
は
、
そ
れ
の
資
本
主
義
の
な
か
で
の
限

、界
を
強
調
し
た
。
そ
れ
は
一
九
〇
五
年
に
か
か
れ
た
『
イ
ス
ク
ラ
的
戦
術
の
最
後
の
言
葉
』
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
「
消

費
組
合
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
現
実
の
力
で
あ
り
、
現
実
の
地
位
の
獲
得
で
あ
り
」
、
「
消
費
組
合
で
労
働
者
が
獲
得
す
る
技
能
が
非
常

に
有
益
で
あ
る
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
」
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
　
消
費
組
合
が
あ
る
意
味
で
は
杜
会
主
義
の
一
片
で
あ
る
こ
と
に
同
意
す

る
」
。
「
弁
証
法
的
な
発
展
過
程
は
資
本
主
義
の
限
界
内
に
さ
え
、
実
際
に
新
し
い
杜
会
の
諦
要
素
を
、
そ
の
物
質
的
・
精
神
的
諸
要

素
を
、
入
り
こ
ま
せ
は
す
る
」
。
だ
が
、
「
権
力
が
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
手
中
に
あ
る
閉
は
、
消
費
紺
合
は
み
じ
め
な
一
片
で
あ
っ
て
、

な
ん
ら
重
大
な
転
換
を
保
障
せ
ず
、
な
ん
ら
決
定
的
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
、
と
き
に
は
変
巾
の
た
め
の
真
剣
な
闘
争
か
ら
脇
遮
へ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
せ
さ
え
す
る
」
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
ヘ
の
権
力
移
行
（
す
な
わ
ち
そ
の
條
カ
ヘ
の
生
産
手
け
所
布
の
災
巾
）
が
あ
れ
ぼ
「
そ
の
と
き
に

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）
　
　
　
　
　
…

は
、
消
費
紐
合
紅
織
は
剰
余
価
値
を
も
白
由
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
こ
の
有
益
な
施
設
が
適
用
さ
れ
る

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

範
囲
は
、
賃
金
の
額
か
貧
弱
な
た
め
に
、
と
う
し
て
も
貧
弱
な
状
態
と
な
る
運
命
を
も
っ
て
い
る
」
　
　
（
以
上
、
い
ず
れ
も
全
集
九
巻

　
　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
　
三
三
）
．



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
　
三
四
）

三
四
一
～
二
頁
よ
り
　
　
傍
点
引
用
者
）
。

　
（
注
）
　
筆
者
の
旧
著
「
日
本
産
業
組
合
論
」
一
九
三
七
年
（
増
補
改
訂
版
『
日
本
協
同
組
合
論
：
理
論
と
史
的
分
析
ｉ
』
一
九
四
九
年
）
で
は
、

　
　
沽
費
組
合
が
費
本
主
義
社
会
の
な
か
で
は
剰
余
価
値
を
白
由
に
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
う
ま
く
い
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
商
業
利
潤
の
一
部
の
節
減
に

　
　
し
か
喚
い
こ
め
な
い
点
を
理
論
的
に
っ
き
込
ん
で
み
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
〇
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ソ
の
国
際
杜
会
主
義
者
大
会
に
お
け
る
い
く
っ
か
の
小
委
員
会
の
な
か
で
、
レ
ー
ニ
ソ
は
協
同
組

合
小
委
員
会
で
活
動
し
、
協
同
組
合
を
改
良
主
義
的
幻
想
の
な
か
に
閉
ち
こ
め
よ
う
と
す
る
修
正
主
義
者
と
闘
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
協
同
組
合
を
階
級
闘
争
の
水
路
に
引
き
込
む
契
機
を
っ
く
っ
た
。
そ
の
際
重
要
な
役
割
を
果
し
た
『
協
同
組
合
に
っ
い
て
の
大
会

決
議
草
案
」
（
レ
ー
ニ
ソ
起
草
）
に
は
、
資
本
主
義
の
な
か
で
の
消
費
組
合
の
限
ら
れ
た
意
義
の
強
調
と
、
そ
の
条
件
の
な
か
で
の
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
の
階
級
闘
争
上
の
役
割
と
が
、
総
括
さ
れ
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
会
は
っ
ぎ
の
こ
と
を
み
と
め
る
。

　
　
い
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
泌
同
肌
合
は
中
問
搾
取
を
へ
ら
し
、
商
口
叩
供
給
者
の
も
と
で
の
労
働
条
件
に
影
響
を
あ
た
え
、
職
員
の
状

　
態
を
改
善
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
　
■
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
協
同
組
令
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ロ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
、
迫
害
そ
の
他
の
さ
い
に
援
助
を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
、
大
衆
的
な
経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
に
お
い
て
ま
す
ま
す
煎
要
な
意
義
を
も
っ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
８
　
プ
ロ
レ
ノ
リ
ァ
脇
“
糾
合
は
、
そ
れ
が
労
側
者
階
級
の
大
米
を
肌
級
す
る
と
き
に
は
、
労
働
者
階
級
に
小
茱
を
〔
主
的
に

　
運
常
し
消
炊
を
肌
織
す
る
こ
と
を
教
え
、
将
来
の
礼
会
主
炎
杜
会
で
経
済
生
沽
の
紅
織
者
の
役
割
を
は
た
せ
る
よ
う
に
、
二
の
分

　
野
で
労
例
者
階
級
を
訓
練
す
る
し

　
　
大
会
は
他
方
で
次
の
こ
と
を
み
と
め
る
。



　
　
い
　
そ
の
収
奪
が
杜
会
主
義
の
重
要
目
標
で
あ
る
当
の
階
級
の
手
中
に
生
産
手
段
と
交
換
手
段
が
の
こ
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
、

　
桃
同
組
合
の
達
成
し
う
る
改
善
は
、
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
ｃ

　
　
〔
　
協
同
組
合
は
、
純
商
業
的
な
施
設
で
あ
り
、
ま
た
競
争
の
諾
条
件
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
な
株
式
会

　
杜
に
退
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
　
日
　
協
同
組
合
は
、
資
本
と
直
接
に
闘
争
す
る
組
織
で
な
い
の
に
、
杜
会
問
題
を
解
決
す
る
手
段
で
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を

　
生
み
や
す
い
し
、
現
に
生
み
だ
し
て
い
る
。

　
　
大
会
は
、
そ
れ
ゆ
え
（
万
国
の
労
働
者
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼
び
か
け
る

　
　
（
イ
）
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
協
同
組
合
に
加
入
し
、
そ
の
糾
級
を
厳
密
に
民
主
主
義
的
な
締
神
（
低
額
の
加
入
金
、
一
人
一
株
、
そ
の
他
）

　
で
導
き
な
が
ら
、
そ
の
発
灰
を
全
血
的
に
促
進
す
る
こ
と
。

　
　
（
口
）
　
組
八
ｎ
内
で
倦
む
こ
と
な
く
杜
会
主
表
を
宣
伝
・
煽
莇
す
る
二
と
に
よ
っ
て
、
労
働
老
大
衆
の
あ
い
だ
で
の
階
級
闘
争
と

　
杜
く
ム
十
工
義
と
の
忠
独
の
背
及
を
た
す
け
る
こ
と
。

　
　
（
ハ
）
　
脇
ｎ
糾
く
い
の
な
か
で
什
く
ム
主
炎
意
漱
が
成
長
す
る
に
っ
れ
て
、
脇
同
純
八
〕
と
杜
会
壬
我
者
の
政
党
と
の
あ
い
だ
に
、
ま

　
た
そ
れ
と
労
働
糾
介
と
の
あ
い
だ
に
、
有
機
的
な
結
び
つ
き
を
つ
く
り
、
強
め
る
こ
と
。

　
　
（
二
）
　
そ
れ
と
ｎ
叶
に
、
大
会
は
っ
ぎ
の
こ
と
を
折
揃
す
る
。
化
雌
脇
ｎ
肌
介
が
労
例
者
階
紗
の
闘
争
に
と
っ
て
意
淡
を
も
っ

　
の
は
、
そ
れ
が
汕
炊
糾
八
〔
の
椎
成
淋
分
で
あ
る
ば
あ
い
に
映
ら
れ
る
」
、
と
（
企
朱
一
六
巷
二
三
九
－
四
〇
以
）
。

　
こ
の
一
九
一
〇
午
の
コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
八
ム
（
篶
ニ
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
）
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ソ
の
ブ
ｐ
レ
タ
リ
ァ
脇
ｎ
組
八
〕
の
迦

助
方
針
を
、
前
掲
の
一
八
六
七
年
の
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
コ
ナ
ル
ヘ
の
マ
ル
ク
ス
の
脇
“
糾
八
Ｈ
…
胆
へ
の
指
ホ
と
く
ら
べ
て
み
る
こ
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と
は
、
准
に
も
興
味
あ
り
、
且
っ
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
基
調
は
も
と
よ
り
一
貫
し
て
い
る
（
と
く
に
権
力
掌
握
の
閉
腫
と

の
結
合
と
い
う
点
で
）
が
、
協
同
糾
合
運
動
に
っ
い
て
の
強
調
点
が
ち
が
っ
て
い
る
の
は
、
質
本
士
上
義
経
済
の
発
展
段
階
の
差
と
、
労

働
者
の
組
織
化
と
労
働
運
動
の
発
展
度
合
い
の
決
定
的
な
差
と
に
も
と
ず
く
で
あ
ろ
う
。

　
前
時
代
で
は
労
働
者
協
同
組
合
の
礼
会
主
義
に
対
す
る
砕
示
的
な
意
義
が
強
調
さ
れ
た
の
に
対
し
、
後
時
代
で
は
労
働
者
脇
同
組

合
の
意
義
の
強
調
は
あ
る
映
定
さ
れ
た
範
胴
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
前
時
代
に
強
調
さ
れ
た
協
同
紺
合
工
場
の
意
義
は
、
後
時
代
に
は
せ

い
ぜ
い
消
費
組
合
の
附
随
工
場
に
し
か
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
労
働
者
の
力
量
の
後
退
の
せ
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
杜

会
的
生
産
壬
・
段
の
小
数
資
本
家
に
よ
る
独
占
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
蓄
被
の
巨
大
化
の
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
集

結
す
る
職
場
規
棋
の
巨
大
化
と
労
働
組
合
成
長
の
急
速
化
の
結
果
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
、
因
家
権
力
を

掌
梶
し
、
生
座
手
段
を
そ
の
同
家
の
所
有
に
移
し
さ
え
す
れ
ぼ
（
そ
の
こ
と
に
さ
え
邪
庵
が
入
ら
な
け
れ
ぼ
）
、
労
働
者
が
み
ず
か
ら
行
政

機
閑
へ
参
加
し
っ
っ
工
場
小
雌
を
符
〃
、
す
る
道
は
、
二
十
阯
紀
の
質
本
主
義
因
で
は
、
す
で
に
生
産
桃
向
組
く
ｎ
制
度
の
手
を
什
り
ず

に
準
嚇
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
労
働
者
協
同
組
合
に
期
待
さ
れ
る
主
要
課
題
は
、
全
住
民
を
消
費
組
合

に
組
織
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
供
給
－
分
配
の
新
し
い
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
的
秩
序
に
移
行
さ
せ
る
と
い
う
問
題
に
お
の
ず
と
し
ぽ
ら

れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
会
草
案
が
資
本
主
義
杜
会
で
の
闘
う
労
働
老
桃
ｎ
糾
合
の
意
義
づ
け
を
消
費
組
合
に
眼

定
し
て
い
る
の
は
、
将
来
へ
の
右
の
見
透
し
に
も
、
し
っ
か
り
と
つ
た
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
資
本
主
義
の
農
業
協
同
組
合
と
杜
会
主
義
の
農
業
協
同
組
合

ー
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
農
民
政
策
と
農
業
生
産
の
杜
会
主
義
的
協
同
化



　
十
九
世
紀
が
後
り
に
近
づ
く
こ
ろ
に
は
、
ヨ
ー
－
ロ
ッ
バ
の
杜
会
主
義
労
働
老
政
党
は
、
す
で
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
議
会
に
彼
ら
の
代
表

者
を
あ
る
程
度
送
り
込
む
（
ド
ィ
ッ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
）
ま
で
に
成
長
し
た
。
　
そ
れ
に
っ
れ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
、
　
か

れ
ら
白
身
の
力
の
結
集
だ
け
で
な
く
、
い
ま
や
都
市
か
ら
豊
村
に
進
出
し
、
幾
千
万
の
農
民
を
反
動
勢
力
の
掌
中
か
ら
も
ぎ
と
り
、

そ
れ
を
味
方
の
勢
力
と
し
て
引
き
入
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
う
問
題
に
真
剣
に
立
ち
向
い
は
じ
め
た
。

　
そ
れ
を
引
き
入
れ
う
る
と
い
う
根
拠
は
次
の
客
観
的
事
態
の
進
付
そ
の
も
の
の
な
か
に
あ
っ
た
。
ふ
、
走
わ
ち
資
本
主
義
の
発
展
は
、

時
代
お
く
れ
の
小
生
産
形
態
の
農
民
経
営
の
不
利
を
拡
大
し
、
農
民
の
日
常
生
活
を
ま
す
ま
す
危
な
か
し
い
も
の
と
し
て
ゆ
く
。
こ

の
こ
と
に
基
づ
い
て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
国
家
の
農
民
掌
握
の
力
は
次
第
に
空
肢
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
他
方
、
喰
え
な
ぐ
な
っ

た
農
民
の
賃
労
働
兼
茱
化
の
進
展
、
す
な
わ
ち
半
プ
ロ
化
は
、
控
民
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
政
治
的
立
場
に
導
び
く
ｎ
然
の
水
賂

の
役
割
を
し
て
い
る
。
客
概
的
事
態
の
迷
展
は
こ
う
し
て
労
働
者
と
於
民
の
…
の
距
燃
を
ち
ぢ
め
る
方
向
に
う
ご
い
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
生
産
手
股
の
か
け
ら
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
雌
民
の
立
場
は
、
生
陸
手
段
を
全
く
朴
た
な
い
労
例
者
の

立
場
と
は
、
お
の
ず
と
共
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
杣
違
を
推
亙
し
っ
っ
、
畏
｛
を
、
畏
＾
た
る
ま
ま
で
（
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ

ー
ト
は
雌
Ｎ
を
仰
…
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を
｝
む
た
め
に
挫
Ｋ
の
没
落
を
い
く
ら
か
で
も
則
侍
し
た
り
廿
め
た
り
す
る
の
で
は
附
じ
て
な
い
）
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
側
に
沽
火
さ
せ
る
た
め
に
は
、
次
の
点
で
の
フ
ｐ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
方
汁
を
雌
＾
に
閉
確
化
す
る
と
と
も
に
、
雌

｛
仔
付
の
脇
Ｈ
化
へ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
援
助
と
い
う
前
途
を
桁
し
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
革
命

に
よ
っ
て
そ
の
丁
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
小
咋
手
股
は
、
大
資
木
・
大
地
上
の
丁
に
災
仙
し
た
は
大
な
坐
庇
乎
股
な
の
で
あ
っ
て
、

雌
｛
の
丁
に
あ
る
古
び
た
生
唯
子
股
の
か
け
ら
な
ど
が
…
胆
た
の
で
は
た
い
と
い
う
こ
と
、
エ
、
し
て
巾
命
後
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

こ
そ
は
、
舳
い
＾
が
か
れ
ら
ｎ
身
の
仕
小
と
し
て
、
に
大
た
大
視
杖
篶
茱
火
床
を
、
脇
い
糾
八
Ｈ
伽
皮
を
池
じ
て
作
り
あ
げ
る
逝
を
、
扱

　
　
　
協
同
組
令
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
　
三
七
）



　
　
　
．
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
　
三
八
）

助
す
る
手
段
を
も
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
一
八
九
四
年
に
お
げ
る
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
『
フ
ラ
ソ
ス
と
ド
イ
ツ
の
農
民
閉
題
』
は
、
当
時
、
礼
会
主
義
者
た
ち
の
閉
で
の
農
氏
政

策
論
争
が
沸
騰
す
る
な
か
で
、
右
の
農
民
政
策
の
基
本
占
一
を
さ
し
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
わ
れ
わ
れ
が
国
家
権
力
を
に
ぎ
っ
た

場
合
、
大
地
主
の
暴
力
的
収
奪
は
や
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
小
農
民
を
も
そ
う
す
る
こ
と
は
考
え
る
こ
と
さ
え
で
き

な
い
（
補
償
し
ょ
う
が
し
ま
い
が
同
じ
こ
と
で
あ
る
）
。
小
農
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
力
ず
く
で
は
な
し

に
実
例
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
た
め
の
杜
会
的
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
農
の
私
的
緑
営
と
私
的
所
存
を
協
同
組
合
的

な
経
営
と
所
有
に
移
し
か
え
る
こ
と
に
あ
る
」
　
（
Ｍ
・
Ｅ
迷
集
一
七
巻
、
四
四
七
頁
）
と
そ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
政
権
獲
得
後

の
レ
ー
ニ
ソ
の
脇
同
組
合
計
画
（
杜
八
ム
主
炎
挫
設
の
一
般
計
両
の
一
構
成
郁
分
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
）
に
よ
っ
て
実
践
に
移
さ
れ
た
。
そ
し

て
そ
の
実
践
は
、
杜
会
主
義
岡
家
の
も
と
で
の
農
茉
の
生
産
脇
同
組
合
発
展
の
法
川
性
に
っ
い
て
の
認
搬
を
沫
め
た
。
さ
ら
に
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
は
、
人
民
民
士
上
主
義
渚
国
で
の
柵
っ
ぐ
姥
宙
な
経
駄
が
、
そ
の
法
…
川
的
認
繊
を
允
映
さ
せ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
こ
こ
で
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
農
、
民
経
営
の
協
同
糾
合
化
に
は
、
革
命
後
に
も
か
な
り
の

期
閉
の
過
渡
期
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
工
茉
の
仕
会
羊
衷
的
改
篶
の
た
め
の
物
貫
的
条
作
は
、

資
本
主
義
の
発
展
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
資
本
キ
義
仕
会
の
な
か
で
準
嚇
さ
れ
た
が
、
お
び
た
だ
し
い
小
農
民
征
営
を
と
り
伐
し
な

が
ら
資
本
ヤ
義
が
逃
ん
だ
農
茱
の
傾
域
で
は
、
そ
れ
の
杜
会
十
工
携
的
改
辿
の
物
貫
的
条
件
そ
の
も
の
を
、
杜
会
ヤ
養
閑
宋
が
と
と
の

え
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
化
陸
技
術
・
農
茉
技
術
・
十
地
幣
〃
・
岬
＾
収
引
・
肘
政
・
仔
川
．
伽
絡
な

ど
の
而
で
の
系
統
的
な
一
連
の
緑
済
的
措
置
に
よ
っ
て
、
国
家
と
農
民
と
の
径
沽
的
納
び
っ
き
が
払
大
さ
れ
、
控
民
掃
営
と
小
商
舳



生
産
的
経
済
制
度
に
対
す
る
国
有
工
業
と
杜
会
主
義
経
済
制
度
の
影
響
力
が
強
ま
る
」
（
ソ
連
邦
科
学
ア
ヵ
デ
ミ
ー
「
径
済
学
教
科
書
」
第

、
４
増
補
改
訂
版
、
邦
訳
、
新
日
本
出
版
杜
版
三
巻
八
六
頁
）
こ
と
が
、
農
茉
生
産
の
桃
同
組
合
化
の
発
展
、
最
初
は
低
い
形
態
の
も
の
か
ら

高
い
形
態
の
も
の
へ
の
大
々
的
売
展
、
を
保
証
す
る
条
件
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
過
波
期
に
は
、
傍
ら
で
国
家
の
援
助
に
よ
る
小
農
民
の
協
同
生
産
へ
の
移
行
が
お
し
す
す
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

杜
会
主
義
国
家
は
「
一
方
で
は
、
勤
労
個
人
農
経
営
が
あ
る
程
度
発
展
す
る
可
能
性
を
保
証
す
る
。
こ
の
こ
と
に
も
と
ず
い
て
、
国

家
と
個
人
経
営
と
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係
が
う
ち
た
て
ら
れ
て
い
る
」
（
同
上
）
。
　
こ
れ
は
一
面
で
の
資
本
主
義
分
子
の
絶
え
ざ
る
発

生
を
覚
悟
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
農
民
の
杜
会
主
義
的
協
同
組
合
化
は
、
貧
農
と
中
農
を
主
体
に
、
下
か
ら
す
す
め
る
運
動
と
し
て

展
開
す
る
の
で
あ
り
、
協
同
化
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
富
農
・
資
本
主
義
的
分
子
の
発
生
に
た
い
し
て
は
、
階
級
闘
争
の
展
閑
が
予
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
農
民
経
営
の
生
産
脇
同
化
の
発
展
に
っ
い
て
法
則
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
農
民
の
私
的
土
地
所
有
を
解
消
す
る
こ

と
が
、
不
可
欠
的
な
重
要
課
題
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ソ
連
邦
で
は
、
そ
の
課
題
は
、
革
命
の
第
一
着
手
に
先
ず
、
す
べ
て
の
土
地

が
、
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
を
も
ふ
く
め
て
、
国
有
化
さ
れ
る
、
と
い
う
道
順
で
す
す
ん
だ
。
だ
が
土
地
因
有
の
も
と
で
も
、
農
民

の
個
人
的
経
営
が
存
す
る
限
り
は
、
個
人
的
用
益
権
の
事
実
上
の
発
生
（
小
商
。
川
生
産
の
階
屑
分
化
に
と
も
な
え
、
旧
農
へ
の
個
人
的
用
益
推

の
箏
火
上
の
焦
巾
）
は
さ
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
局
は
、
貧
撲
・
中
農
の
下
か
ら
の
痘
雌
に
対
す
る
階
級
闘
争
の
進
展
と

相
ま
っ
と
こ
ろ
の
、
生
陸
脇
同
組
合
の
大
々
的
禿
展
が
勝
利
に
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
減
に
樽
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
中
華
人

民
共
和
因
で
は
、
小
畏
民
の
私
的
土
地
所
有
は
、
は
じ
め
の
低
い
型
の
生
産
協
同
化
の
段
階
で
は
ま
だ
公
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
れ

ら
の
私
的
所
有
地
を
桃
同
紺
合
へ
の
個
々
人
の
塊
物
出
資
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
土
地
の
用
益
権
だ
け
は
組
合
に
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四
〇
　
（
　
四
〇
）

集
中
し
、
し
か
し
て
や
が
て
、
協
同
労
働
の
成
果
が
あ
が
り
組
合
が
ヨ
リ
高
い
型
の
協
同
組
合
に
向
っ
て
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
私

的
所
有
を
組
合
所
有
に
移
す
と
い
う
道
順
を
踏
ん
で
、
私
的
小
土
地
所
有
を
消
減
に
導
い
た
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
諾
国
で
も
改
良
主
義
的
企
図
か
ら
、
農
業
で
の
生
産
協
同
組
合
が
語
ら
れ
、
あ
る
い
は
断
片
的
に
誇
示
さ
れ
る
こ
と

・
は
、
し
ぼ
し
ぼ
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
が
果
し
て
本
気
か
ど
う
か
は
、
私
的
土
地
所
有
の
消
減
の
問
題
に
ま
じ
め
に
取
り
組
む
っ
も

り
が
あ
る
か
ど
う
か
で
、
た
め
さ
れ
得
る
。
私
的
所
有
制
一
般
を
傷
っ
け
ず
に
、
土
地
だ
け
の
私
有
制
の
廃
絶
を
は
か
る
な
と
と
い

う
条
件
が
、
い
ま
の
資
本
主
義
に
あ
り
え
よ
う
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
２
　
流
面
・
信
用
部
面
で
だ
け
繁
茂
す
る
資
本
主
義
の
農
業
協
同
組
合

・
こ
こ
で
、
資
本
主
義
杜
会
の
農
業
領
域
で
の
協
同
組
合
を
か
え
り
み
よ
う
。
オ
ー
エ
ソ
時
代
の
協
同
組
合
生
産
の
実
験
に
は
、
そ

の
農
村
版
も
な
い
わ
げ
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ー
エ
ソ
白
身
が
一
八
二
〇
年
代
に
北
米
ル
ィ
ジ
ァ
ナ
州
の
開
拓
地
で
手
が
け
た
新
し
い

共
産
村
（
一
八
二
六
年
に
、
掌
ｏ
オ
署
霊
…
◎
暑
Ｏ
◎
昌
昌
昌
一
一
｝
ｏ
ｈ
昼
§
一
身
ヨ
と
名
付
け
ら
れ
た
）
の
実
験
は
そ
れ
で
あ
る
し
、
一
八
三

〇
年
に
は
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
の
バ
ソ
ダ
リ
ュ
ウ
ル
（
雰
邑
ま
昌
）
が
、
オ
ー
エ
ソ
に
見
習
っ
て
彼
の
ラ
ラ
ハ
イ
ソ
（
寮
『
巨
鳥
）
の
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

を
豊
業
労
働
者
の
生
産
協
同
組
合
経
営
に
ゆ
だ
ね
仁
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
時
に
あ
っ
て
の
最
優
秀
の
施
設
を
そ
な
え
た
の
で
あ

り
、
近
代
工
業
と
同
じ
よ
う
に
、
近
代
農
芙
も
彬
同
労
働
で
充
分
に
こ
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
尖
証
し
た
と
い
う
点
で
、
評

価
を
う
け
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
歴
史
の
片
隅
で
の
偶
発
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
わ
っ
た
。

　
　
（
注
）
穴
ｐ
ユ
穴
”
目
叶
ｏ
ｏ
庁
ざ
ミ
Ｏ
げ
声
ｏ
ｑ
『
ｐ
ユ
Ｈ
由
ｏ
ｑ
ｏ
、
－
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
Ｎ
』
～
Ｈ
Ｎ
９
に
、
Ｏ
プ
９
ユ
ｏ
ｏ
ｏ
に
〔
四
ざ
、
勺
巨
－
ｏ
ｏ
ｏ
◎
り
｝
Ｋ
ｏ
｛
乞
ｏ
ｏ
＠
ｏ
ｏ
ｏ
ｃ
岸
Ｋ
、
－
Ｈ
一
Ｐ
ｍ
ｏ
ｏ
Ｈ
‘
か

　
　
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
、
ラ
ラ
ハ
イ
ン
の
詳
細
な
経
過
と
成
果
の
、
リ
ホ
ー
ト
が
収
め
ら
れ
て
い
ろ
（
邦
訳
、
因
民
文
庫
版
、
二
〇
一
～
二
〇
六
頁
）
。



　
生
産
協
同
組
合
が
育
っ
の
に
は
、
資
本
主
義
杜
会
は
、
工
業
の
領
域
で
も
農
業
の
領
域
で
も
、
要
す
る
に
不
毛
の
地
で
あ
っ
た
。

小
生
産
者
た
ち
が
資
本
主
義
杜
会
で
の
大
規
模
経
営
の
有
利
性
に
あ
や
か
る
た
め
に
、
協
同
組
合
生
産
を
組
織
す
る
こ
と
は
、
都
市

の
手
工
業
者
の
問
で
、
あ
る
い
は
農
業
老
た
ち
の
農
産
加
工
部
面
の
事
業
で
た
え
ず
見
ら
れ
た
が
、
お
お
む
ね
そ
れ
ら
は
、
や
が
て

は
株
式
会
杜
へ
移
行
し
て
行
っ
た
。
そ
の
場
合
、
協
同
組
合
制
度
は
資
本
主
義
企
業
形
態
の
幼
虫
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
協

同
組
合
は
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
で
な
く
、
資
本
主
義
へ
の
過
渡
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
農
産
加
工
の
分
野
で
な
く
農
業
の
本
来
の
農
耕
分
野
で
は
、
農
民
の
生
産
協
同
組
合
は
一
層
育
ち
が
た
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
農

業
で
は
・
と
く
に
小
農
民
の
小
さ
く
細
分
さ
れ
た
土
地
所
有
（
不
安
な
資
本
主
義
の
環
境
の
な
か
で
は
各
自
が
自
己
防
衛
本
能
に
よ
つ
て
一
層

か
た
く
し
が
み
っ
い
て
い
る
小
土
地
所
有
）
が
、
協
同
に
よ
る
大
規
模
生
産
へ
の
見
透
し
を
さ
ま
た
げ
る
壁
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
古
い
共
同
体
の
遺
物
に
慣
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
小
農
民
た
ち
に
は
、
共
同
労
働
と
い
う
こ
と
自
体
は

む
し
ろ
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
と
い
え
よ
う
。
が
そ
の
面
で
の
共
同
は
近
代
的
協
同
組
合
に
お
け
る
桃
同
労
働
と
は
凡
そ
か
け
は
な
れ

た
も
の
で
あ
る
・
と
い
う
の
は
後
老
の
協
同
労
働
は
、
大
規
模
生
産
、
し
か
も
近
代
科
学
の
命
令
に
し
た
が
う
生
産
を
直
接
生
産
者

た
ち
自
身
が
わ
が
も
の
に
せ
ん
が
た
め
の
も
の
に
他
な
ら
ず
、
近
代
的
生
産
手
段
と
結
び
っ
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
。

　
古
い
農
村
共
同
体
に
お
け
る
共
同
労
働
と
近
代
的
協
同
組
合
労
働
と
の
見
さ
か
い
の
な
い
浪
同
は
、
十
九
世
紀
末
の
杜
会
主
義
者

の
Ｈ
の
農
業
一
農
民
問
題
論
争
の
時
期
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
修
正
派
の
い
ち
ぢ
る
し
い
特
徴
の
一
っ
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
は
マ

ル
ク
ス
主
義
が
工
業
に
し
か
通
用
せ
ず
、
農
業
の
領
域
で
は
、
賓
本
主
義
が
も
た
ら
し
た
箏
態
を
基
礎
に
せ
ず
に
、
杜
会
主
義
に
到

迷
で
き
る
と
考
え
た
、
ま
た
右
の
浪
同
は
、
ｐ
シ
ァ
で
は
、
エ
ス
・
エ
ル
や
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
次
の
忠
想
の
浴
床
と
な
っ
た
し
す
な

わ
ち
ロ
シ
ア
杜
会
は
西
欧
と
ち
が
っ
て
、
農
村
の
古
い
ア
ル
テ
リ
を
基
礎
に
非
資
本
主
義
的
に
杜
会
主
裁
へ
の
進
歩
を
た
ど
る
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
　
四
一
）

　
　
　
協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
）
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四
二
　
（
　
四
二
）

思
想
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
唯
の
農
村
で
は
、
十
九
世
紀
の
中
葉
以
降
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
信
用
や
販
売
・
購
買

の
分
野
の
農
業
協
同
組
合
が
、
十
九
世
紀
の
終
り
頃
に
は
、
農
村
の
経
済
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
ま
で
に
、
繁
茂
し
て
き
て

い
た
。
そ
れ
自
体
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
協
同
組
合
生
産
も
、
も
し
そ
れ
が
流
通
分
野
の
農
業
脇
同
組
合
に
附
随
的
な
加
工
部
門

と
し
て
な
ら
ぼ
、
そ
の
場
合
に
だ
け
は
、
ど
う
や
ら
成
り
立
っ
の
で
あ
っ
た
。

　
信
用
や
流
通
分
野
の
農
業
協
同
組
合
が
隆
盛
に
む
か
う
条
件
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
の
な
か
で
農
業
領
域
が
お
か
れ
た
特
殊

な
状
況
に
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
発
展
は
、
工
業
に
対
す
る
農
業
の
発
展
の
立
ち
お
く
れ
を
次
第
に
顕
著
に
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら

に
農
業
の
資
本
主
義
的
発
展
の
な
か
に
は
、
資
本
制
生
産
様
式
に
純
一
化
さ
れ
な
い
お
く
れ
た
諾
閑
係
と
小
生
産
者
的
生
産
を
残
し

て
進
ん
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
相
ま
っ
て
、
資
本
主
義
経
済
の
総
過
程
に
生
ず
る
矛
盾
を
調
整
す
る
役
割
の
一
端
を
、
信

用
・
流
通
分
野
の
農
業
協
同
組
合
が
に
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
農
業
協
同
組
合
は
お
く
れ
た
農
業
生

産
の
領
域
を
発
達
し
た
資
本
主
義
の
信
用
と
流
通
の
機
構
に
結
び
っ
け
る
バ
ィ
プ
と
し
て
、
資
本
主
義
沽
経
済
制
度
の
一
構
成
都
分

　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

と
な
っ
た
の
で
あ
合
。

　
　
（
注
）
　
前
掲
旧
著
『
日
本
産
業
紅
合
諭
』
は
、
そ
の
約
三
分
の
二
が
こ
の
点
の
口
本
で
の
具
体
的
分
析
に
む
け
ら
れ
た
。

　
し
か
し
て
、
杜
会
主
義
国
で
の
農
村
の
脇
同
組
合
建
設
が
、
貧
農
・
中
農
に
依
拠
し
て
進
ん
だ
の
と
は
ま
さ
に
逆
に
、
右
の
炎
茉

協
同
組
合
は
、
大
農
業
者
や
宮
農
に
依
拠
し
て
進
ん
で
行
っ
た
。
そ
れ
〔
身
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
杜
会
の
企
菜
と
し
て
あ
る
農
付
脇
同
組

合
は
、
そ
の
企
業
と
し
て
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
か
ら
い
っ
て
も
、
組
合
〔
一
の
な
か
で
経
済
力
の
強
い
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
な
い
し

ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
分
子
へ
の
依
拠
を
ま
す
ま
す
強
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
に
林
筆
さ
れ
た
ヵ
ウ
ッ
キ
ー
の
名
著



『
農
業
問
題
』
に
は
、
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
う
ち
、
組
合
を
利
用
す
る
こ
と
に
・
よ
っ
て
ヨ
リ
多
く
の
利
益
を
引
き
出
し
て
い

る
も
の
は
誰
か
と
い
う
面
か
ら
、
多
く
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、
農
業
協
同
組
合
が
撲
村
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
、
．
や
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
分
子
を

た
え
ず
強
化
し
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

　
さ
て
・
こ
こ
で
再
び
杜
会
主
義
国
に
ー
目
を
転
じ
、
も
っ
ぱ
ら
信
用
や
流
通
部
面
を
扱
う
隻
村
の
協
同
組
合
が
、
革
命
後
の
過
渡
期

の
経
済
の
な
か
で
演
じ
た
役
割
を
展
望
し
よ
う
。

　
そ
の
過
渡
期
の
経
済
と
は
、
一
方
で
の
杜
会
主
義
大
工
業
、
他
方
で
の
小
農
民
経
営
と
い
う
、
極
端
に
次
元
の
ち
が
っ
た
制
度
を

も
つ
経
済
で
あ
る
・
信
用
や
流
通
部
面
を
あ
つ
か
う
農
村
の
協
向
組
合
は
、
第
一
に
、
こ
の
過
渡
期
の
な
か
で
、
お
く
れ
た
心
農
民

経
営
の
分
野
を
、
杜
会
主
義
大
工
茉
の
分
野
に
っ
な
ぎ
と
め
る
橋
渡
し
の
役
を
演
じ
た
。

　
第
二
に
・
そ
れ
ら
の
流
通
と
信
用
の
協
同
紅
合
は
、
は
じ
め
は
そ
の
規
模
と
は
比
較
に
匁
ら
な
い
小
さ
な
規
棋
で
生
れ
て
く
る
生

産
協
同
組
合
の
助
産
婦
の
役
割
を
演
じ
た
。
っ
い
で
そ
の
生
陸
脇
同
組
合
が
ヨ
リ
一
口
…
い
形
態
へ
、
ヨ
リ
大
き
な
規
模
へ
と
発
展
し
て

く
る
に
つ
れ
て
、
流
通
・
信
用
協
同
組
合
は
、
そ
れ
に
つ
か
え
る
奉
仕
者
に
変
る
。

　
こ
の
流
通
脇
同
組
合
を
遁
じ
て
杜
会
主
義
工
業
か
ら
、
農
民
へ
供
給
さ
れ
る
物
資
も
、
消
費
物
資
の
供
給
が
次
第
に
減
じ
、
か
わ

っ
て
生
陸
手
段
供
給
の
比
重
が
一
＾
ま
る
。
一
方
、
個
人
的
消
炊
物
資
だ
け
を
取
り
あ
っ
か
う
機
閑
と
し
て
、
都
市
と
同
様
に
農
村
で

も
消
貨
組
今
が
大
き
な
役
割
を
に
な
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
を
抱
括
す
る
脇
…
組
く
、
閑
茉
の
拡
大
が
、
困
営
商
茉
と
相

ま
っ
て
、
一
冊
品
坂
引
か
ら
最
終
的
に
私
的
資
本
を
し
め
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
五
　
結
　
　
　
び

協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義
（
井
上
Ｊ

四
三
　
（

四
三
）
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四
四
　
（
　
四
四
）

　
以
上
は
、
協
同
組
合
の
、
そ
れ
も
各
種
協
同
組
合
に
つ
い
て
の
、
資
本
主
義
の
は
じ
め
か
ら
杜
会
主
義
の
時
代
の
は
じ
め
に
ま
で

及
ぶ
、
さ
ま
ざ
ま
の
消
長
を
含
ん
だ
発
展
の
、
弁
証
法
的
把
握
で
あ
る
。
か
っ
て
協
同
組
合
至
上
主
義
者
は
、
杜
会
構
成
体
の
諸
段

階
に
よ
っ
て
異
な
る
経
済
法
則
の
支
配
を
無
視
し
、
協
同
組
合
そ
の
も
の
の
独
ｎ
的
発
展
を
宙
に
描
い
た
。
し
か
し
、
諾
段
階
に
お

げ
る
経
済
法
則
の
支
配
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
理
解
に
透
徹
し
た
も
の
だ
け
が
、
最
後
に
、
協
同
組
合
の
真
面
目
の
発
揮
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
四
・
五
）

　
　
〔
附
記
〕
　
筆
者
は
い
ま
か
ら
ほ
ぼ
三
十
年
前
に
お
け
る
数
年
問
を
、
縁
あ
っ
て
協
同
組
合
研
究
に
従
事
し
た
。
そ
れ
以
来
、
協
同
組
合
研
究
か
ら

　
　
　
は
、
全
く
離
れ
て
い
た
の
だ
が
、
あ
る
事
情
か
ら
た
ま
た
ま
マ
ル
ク
ス
主
義
の
協
同
組
合
観
に
っ
い
て
筆
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
破
目
に
な
っ

　
　
た
。
そ
こ
で
か
ね
て
長
い
問
そ
れ
と
な
く
気
が
か
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
整
理
し
て
み
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
の
整
理
が
目
下

　
　
　
の
協
同
組
合
運
動
の
具
体
的
次
元
に
、
役
立
っ
の
か
、
そ
れ
と
も
役
立
た
な
い
か
を
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
そ
の
点
は
、

　
　
目
下
の
協
同
組
合
運
動
家
の
教
示
を
得
た
い
。


